
令和６年第１回浜村警察署協議会開催状況 

開催日時 令和６年２月29日(木)午後１時30分から午後３時まで

開催場所 浜村警察署　

　　　　  委  　員 山田会長、山根副会長、宮石委員、花田委員　　　　　　
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 （定数４人) 以上４人　
出 席 者 

  前田署長、井原管理官、中井生活安全刑事課長、山根地域

警　　察 交通課長、警務課員　　　 
以上５人

議　　　事　　　概　　　要

１　挨拶 
 (1)  会長挨拶 
  　　この冬は暖冬で過ごしやすい日が続いている。本日は本年最初の協議会であ

 る。委員の皆様には率直な意見をお願いする。
 (2)　署長挨拶 
　　　本年は元日に能登半島地震が発生した。本県にも津波注意報が発令され、対

策室の設置等の対応を取ったが、幸い県内での被害はなかった。しかし、被災
地域では現在も多くの避難者がおり、災害に便乗した窃盗や悪質商法が発生す
るなどの治安状況を受け、今後も県警察から被災地への警察官の派遣を予定し

 ている。
　　　県内の治安情勢については、昨年中の刑法犯認知件数は前年比で増加し、特

に特殊詐欺被害が深刻であり、管内においても６件発生している。本年は現在
まで管内での発生はないが、引き続き警戒、広報等を行っていく。 

    　交通事故については、昨年中は県下では前年対比で増加している。管内では
死亡事故の発生はないが、死亡事故になりかねない状況の事故の発生があった。
先日は倉吉警察署管内で死亡事故の発生もあり、今後も危機感を持って抑止対

 策を行っていく。
　　　４月に定期人事異動があるため、このメンバーでの協議会は今回で最後とな

 るが、今後も委員、地域住民に御理解をいただきながら活動を続けていく。
 
２　管内概況説明 
 (1)　生活安全刑事課関係      

　担当課長から、令和５年中の犯罪発生状況、特殊詐欺発生状況について説明
があった。 

(2)　地域交通課関係 
　担当課長から、令和５年中の管内事故情勢について説明があった。 

委員からの主な質疑等とそれに対する警察の回答は次のとおりであった。 
委員：パトカーの路外逸脱事故は交通事故の件数に計上されるのか。 
警察：計上している。 
 

３　協議事項 
 (1)　生活安全刑事課関係 

　担当課長から、各種犯罪被害防止活動等について説明があった。 
　委員からの主な質疑等とそれに対する警察の回答は次のとおりであった。 

委員：スーパーで万引き防止のポスターを見た。左右どちらから見ても写真
の警察官と目が合うよう工夫されたポスターで大変良いと思う。万引き
被疑者の年齢構成に傾向はあるのか。 

警察：一概には言えないが、管内発生の事案では、高齢者が多い印象であり、
少なくとも令和５年中について10代等の若年層はいない。 

委員：先日報道されていたさい銭盗の犯人はどのようにして分かったのか。 
警察：一般的な手法として、連続発生の場合は次に発生がありそうな神社等

に張り込み、検挙するという手法もある。 
委員：神社に防犯カメラは設置されているのか。 



警察：設置している神社もある。何度も被害にあっている場所では、管理者
が防犯カメラを設置したり、さい銭箱に鍵を付けて持ち去れないよう固
定するなどしているところもある。 

委員：指名手配されてから何十年も逃げていた犯人がいた。宝木駅の指名手
配ポスターが劣化しているので、交換すれば見る人の意識が変わるので
はないか。 

警察：早急に対応する。 
委員：警察庁作成の自宅固定電話への特殊詐欺被害防止対策のチラシを地区

の会合でもらった。あらゆる機会で配布していただき、制度について浸
透してきていると感じている。大変良い制度であると思う。 

 (2)　地域交通課関係 
　担当課長から、令和６年交通事故死者数等抑止目標、地域警察官における触
れ合い活動及び各種犯罪被害防止活動等の推進について説明があった。 
　委員からの主な質疑等とそれに対する警察の回答は次のとおりであった。 

委員：宝木駅付近の踏切について、宝木小学校方向から走行してくる車両は
一時停止しないものが多い。小学校の通学路でもあるので、警察官に立
っていただければ運転者が気をつけるのではないか。 

警察：交通指導取締り、警戒の参考とする。直近に宝木駐在所もあるため勤
務員へ伝え、警戒を行うようにする。 

委員：青谷総合支所先の点滅交差点は、警察官がよく一時停止違反取締りを
しており、感謝している。 

警察：交通事故を防ぐため、地域住民からの要望も踏まえ、引き続き、各種
活動に取り組んでいく。 

委員：道の駅気楽里付近の一時停止は、以前も取締りをお願いしたところで
あるが、いまだに止まらない車が多い。 

警察：要望があった交差点については、時間帯を変えながら取締りを行って
いる。危険な場所であると認識しているので、引き続き取り組んでいく。 

 
４　警察本部交通機動隊視察 
　　交通機動隊の職員から、活動状況について説明があった。

 
 


